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● Spatial Augmented Reality　

近年、商業的にも注目を集めているプロジェ

クションマッピング技術の原典ともいえる書

籍で、拡張現実感の中でもプロジェクタを

用いた空間型 AR システムについての概念

と数理を含めた包括的な記述が行われて

います。特に著者の一人である MIT メディ

アラボの Ramesh Rasker 教授は、常に新

しい地平を拓く革新的な研究を行っている

ので目が離せません。

● PATLABOR　日常世界に「レイバー」という大型

ロボットを持ち込むことによって、現代社会の有り様と主

人公たちのチームワークを描き出したゆうきまさみさん

の作品です。OS（オペレーティングシステム）によって

性能の変わるロボット、大学の研究室を通じて高度な技

術を紡ぐ人材がつながっている様子、開発した優れた機

体よりそれを設計した開発チームに価値があるという考

え方などなど、ストーリーにちりばめられた工学的な面

白さも大学で理工系に進む興味につながりました。

● 人工現実感の基礎　バーチャルリ

アリティ研究の第一人者である舘先生の

監修による書籍です。現在、絶版になっ

てしまっていますが、生理的な観点を踏

まえて、どのように現実感を設計すれば

いいのかを示唆する実践とそれに基づく

興味深い知見がまとめられています。こ

の分野に興味を持った方は、同じく舘先

生監修で入手しやすい『バーチャルリア

リティ学』を手にとっていただければと

思います。

● The Laws of Simplicity
MIT に滞在していた時の友人か

ら記念にもらった書籍です。彼

が出入りしていた研究室の John 

Maeda 教授の著書です。新しい

技術を手に入れた時に無闇に情

報を加算するのではなく、逆に

減算することによって使いやすさ

を設計することができます。研

究上で情報提示法を設計する上でも忘れてはならない

理念である「シンプルであることの重要さ」をわかりや

すく説いてくれる書籍です。

● 実例で学ぶゲーム 3D 数学
人工現実感や拡張現実感の技術は

３次元の空間性を考慮したゲーム

開発技術と密接につながっています。

本書は、コンピュータ上での座標系

の取り扱い、行列演算による幾何変

換や交差判定など３次元空間情報と

のインタラクションを考える上で必須

となる数理を体系的に説明した書籍

です。非常によくまとまっているので、

研究室に最初に配属された学生さん

に一読を勧めています。

● Ready Made: How to Make (Almost) Everything
研究室ではコンピュータを用いたプログラミングをするだけで

はなく、実験に必要なデバイスを設計することも学生さんに

実践してもらっています。ラピッドプロトタイピング技術やフィ

ジカルコンピューティングなどの最先端の技術を活用しながら，

DIY（Do-It-Yourself）の考え方を大切にしたいと思っています。

この書籍は、いろいろなモノを身近にある素材から自分で創り

だしていくことを考える上で、良い刺激になります。


